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第１章 基本的な考え方 

 

１ 趣旨 

災害による被害を未然に防止するためには、日ごろの防災対策が不可欠であり、災害に

対する備えの有無が被害の規模を大きく左右すると言っても過言ではない。防災対策の推

進にあたっては総合的な取組が重要であり、中でも、避難行動要支援者（※用語の説明）（以下

「要支援者」という。）の避難支援対策は大きな課題となっている。 

焼津市は、風水害や地震等の災害に備え、要支援者の避難支援を迅速かつ的確に行うた

め、平常時から要支援者に関する情報の把握、防災情報の伝達手段・伝達体制の整備及び

避難誘導等の支援体制を確立することを目的として、避難行動要支援者避難支援計画（※用

語の説明）（以下「避難支援計画」という。）を作成する。 

 

 

２ 位置づけ 

避難支援計画は、「焼津市地域防災計画」における要支援者対策のうち、避難支援に関す

る事項を具体化したものである。 

 

 

３ 構成 

避難支援計画は、要支援者の避難支援に関する「全体的な考え方」と「要支援者一人ひ

とりに対する避難支援計画」（以下「個別計画」という。）で構成するが、個別計画につい

ては、個々の要支援者の状況を把握した上で作成することとなるため、本計画には個別計

画の様式を定めるものとする。 

 

 

４ 避難支援体制の整備方針 

 

（１）対象者 

要支援者の避難支援体制の整備は、他者の支援がなければ避難できない在宅の者で、

かつ、家族等による必要な支援が受けられない者について、重点的・優先的に進める。 
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避難支援計画の対象者 

 

                要配慮者（※用語の説明）              

    

 

 在宅で自力避難不可    在宅で自力避難可      施設入所  

自力またはで家族の     施設において対応 

支援等で避難（自助） 

 

避難行動要支援者  ←「要介護状態区分」、「障害支援区分」、「家族の    

                 状況」「世帯家族調べ」等を参考として、避難行動要 

                 支援者名簿（※用語の説明）を作成 

 

  避難行動要支援者名簿の対象者  

                       

           

     個別計画の作成  

                                     

     

   

 

（２）対象災害・地域 

避難支援計画は、風水害、地震等全ての災害を対象とし、対象地域は焼津市全域とす

る。 

 

 

５ 推進体制 

 市は、要支援者の避難支援業務を的確に実施するため、福祉担当部局と防災担当部局で

構成する避難行動要支援者支援チーム（※用語の説明）（以下「要支援者支援チーム」という。）

を設置する。 

要支援者支援チームは、関係機関と連携し、要支援者の避難支援計画を推進する。 
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避難行動要支援者支援チーム 

 平常時 災害時 

位置付け 

防災担当部局及び福祉担当部局

による横断的な組織として設置

する 

焼津市災害対策本部の健康福祉部内

（地域福祉班）に設置する 

構成 

班長（地域福祉課長）、班員（福

祉担当者、防災担当者）で構成

するが、避難支援体制の整備推

進に当たっては、自主防災会、

民生委員・児童委員、社会福祉

協議会等の関係者の協力を得な

がら進める 

基本的に福祉担当部局で構成する 

 

業務 

要支援者情報の把握・共有化、

避難支援の整備及び調整、避難

支援計画の策定、要支援者参加

型の防災訓練の計画・実施、広

報等を行う 

避難情報（※用語の説明）の伝達業務、避

難誘導、安否確認・避難状況の把握、

避難所に設置される自主防災会を中

心とした避難所運営本部（※用語の説明）

等との連携・情報共有、単独の避難所

で対応できない場合の広域での調整

等を行う 

 

 

避難行動要支援者避難支援の推進体制 

 

 

   （関係機関等） 

 

社会福祉協議会 

（福祉関係機関との調整等） 

 

 

 

 

◎福祉担当部局 

   防災担当部局 

連携 連携 

自主防災組織 

（個別計画作成協力等） 

社会福祉施設等 

（福祉避難所等） 

民生委員・児童委員 

（個別計画作成協力等） 

 

志太消防

本部 

（救助救援） 

 

教育委員会

事務局 

（避難所の 

施設管理者） 

県中部健康福祉センター 

（助言・協力） 

県中部地域局 

（助言） 

連携 

連携 

連携 

・自主防災会を中心と

した避難所運営本部 

・自主防災会組織班 

＜災害時＞ 

避難行動要支援者 

支援チーム 
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６ 関係機関等の役割 

 

（１）市の役割 

① 福祉担当部局 

平

常

時 

ｱ.要支援者支援チームの設置 

ｲ.要支援者名簿の取りまとめ及び自主防災会・民生委員・児童委員へ提供 

ｳ.要支援者の把握（自主防災会、民生委員・児童委員と連携して実施） 

ｴ.個別計画作成のための同意の働きかけと個別計画の作成（必要に応じて自主防

災会、民生委員・児童委員と連携して実施） 

ｵ.個別計画作成についての広報等 

ｶ.福祉避難所（※用語の説明）の運営体制の確保 

ｷ.福祉避難所の協定の締結 

ｸ.要支援者の避難支援方法等の普及啓発及び避難支援訓練の実施 

ｹ.要支援者本人、家族、関係者に対する災害時への備えの普及啓発 

災 

害 

時 

ｱ.災害対策本部に要支援者支援チームを設置 

ｲ.要支援者の避難・安否確認の状況把握 

ｳ.福祉避難所の開設・運営 

ｴ.自主防災会を中心とした避難所運営本部、自主防災組織班と連携した 

要支援者支援 

 

② 防災担当部局の役割 

平

常

時 

ｱ.避難行動要支援者名簿の共有 

ｲ.避難情報の伝達体制の整備 

ｳ.個別計画作成のための同意の働きかけ（必要に応じて自主防災会、民生委員・

児童委員と連携して実施） 

ｴ.個別計画作成についての広報等 

ｵ.要支援者の避難支援方法等の普及啓発及び避難支援訓練の実施 

ｶ.要支援者本人、家族、関係者に対する災害時への備えの普及啓発 

災

害

時 

ｱ.避難情報の発令・伝達 

ｲ.災害対策の総括・防災関係機関との連絡調整 

 

③ 志太消防本部（消防団を含む）の役割 

平

常

時 

ｱ. 要支援者の避難支援体制整備への協力 
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災

害

時 

ｱ.被災者の安否確認、救援・救助 

 

④ 教育委員会事務局の役割 

平

常

時 

ｱ.避難所の施設管理者として、避難所施設の状況確認 

ｲ.避難所に関する訓練・研修への協力 

災

害

時 

ｱ.避難所管理上の調整 

 

（２）自主防災会の役割 

平

常

時 

ｱ.避難行動要支援者名簿の共有 

ｲ.要支援者の把握調査への協力 

ｳ.必要に応じて個別計画作成のための同意について、要支援者への働きかけ 

ｴ.必要に応じて個別計画作成への協力 

ｵ.個別計画の修正に関する市への協力 

災

害

時 

ｱ.要支援者及び地域支援者への避難情報の伝達 

ｲ.要支援者への支援と安否確認 

 

（３）民生委員・児童委員の役割 

平

常

時 

ｱ.避難行動要支援者名簿の作成に向けた地域情報の提供などの協力 

ｲ.避難行動要支援者名簿の共有 

ｳ.必要に応じて要支援者の把握調査への協力 

ｴ.必要に応じて個別計画作成のための同意について、要支援者への働きかけ 

ｵ.個別計画作成への協力 

ｶ.個別計画の修正に関する市への協力 

災

害

時 

ｱ.要支援者の安否確認への協力 

 

（４）社会福祉協議会の役割 

平

常

時 

ｱ.地域福祉の推進 

ｲ.個別計画作成のための同意について、要支援者や関係団体等への働きかけ 
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災

害

時 

ｱ.福祉避難所の開設・運営 

 

（５）県の役割 

① 県中部健康福祉センターの役割 

平

常

時 

ｱ.市への難病患者要支援者名簿の提供 

ｲ.個別計画作成のための同意について、避難行動要支援者（難病患者）への働き

かけ 

ｳ.個別計画作成への助言、情報提供 

災

害

時 

ｱ.難病患者の安否確認への協力 

ｲ.避難後の要支援者支援に関する連絡調整 

 


